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総会が秋以降に延期
新校長に渡部克宏氏 
安田前校長が県教育長に就任
●あの頃の思い出  「手形中台校舎初の入学生」
交差点 ◎立田　聡�氏

エッセイ�◎藤本�透子�氏

ズームアップ ◎渡邊�桃伯子�氏、米田�賢吾�氏

AKITA HIGH SCHOOL alumni association news 

272人が新たに仲間入りし
た2月29日の

同窓会入会式（上）。新型
コロナウイル

ス対策で来賓招待や校友
会歌斉唱、エー

ルなどを取り止めた。翌
日の3月1日の

卒業式（下）も、出席した
のは卒業生と

教職員だけ。在校生や父
兄の姿はなく、

体育館がやたらと広く見え
た。

異例の形で
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
世
界
中
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
も

治
療
薬
も
な
い
こ
と
か
ら
、

対
応
策
と
し
て
は
外
出
禁
止

な
ど
移
動
の
制
限
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
、
何
と

も
や
り
き
れ
な
い
状
況
だ
。

そ
し
て
制
限
の
厳
格
化
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
客
）
市

場
が
消
滅
す
る
な
ど
経
済
に
大
き
な

痛
手
を
与
え
て
い
る
▼
個
人
の
自
由

が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
現
代
社
会
に

と
り
、
移
動
の
制
限
は
最
も
不
得
手

な
分
野
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
制
限
破

り
は
す
ぐ
爆
発
的
な
患
者
急
増
に
つ

な
が
る
だ
け
に
得
手
、
不
得
手
と

い
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
▼
縁
あ
っ

て
今
号
か
ら
同
窓
会
だ
よ
り
の
編
集

に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
久
々
に

母
校
を
訪
れ
る
と
、
校
舎
の
壁
の
看

板
に
「
自
主
自
律
」
の
文
字
を
見
た
。

第
28
代
校
長
鈴
木
健
次
郎
先
生
の
訓

示
「
汝
な
ん
の
た
め
に
そ
こ
に
あ
り

や
」
を
思
い
出
し
、
厳
し
い
環
境
に

あ
ろ
う
と
も
、
あ
る
べ
き
立
ち
位
置

と
、
そ
し
て
進
む
べ
き
道
を
し
っ
か

り
見
定
め
て
い
か
な
け
れ
ば

︱
と

改
め
て
思
っ
た
▼
死
者
が
1
億
人
を

超
え
た
と
推
定
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
風

邪
の
大
流
行
か
ら
今
年
は
ち
ょ
う
ど

1
0
0
年
。
不
吉
な
思
い
が
駆
け
巡

る
が
、「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」
と

い
う
言
葉
も
あ
る
。
や
が
て
訪
れ
る

夜
明
け
を
信
じ
頑
張
っ
て
い
こ
う
。

用
し
発
揮
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
そ
の
た

め
に
、
活
躍
・
支
援
す
る
た
め
の
場
を
つ

く
ろ
う
と
の
趣
旨
か
ら
、新
生
「
若
菜
会
」

を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

親
睦
を
深
め
、
母
校
と
同
窓
会
の
発
展

に
尽
く
す
こ
と
を
目
的
に
、
皆
さ
ん
で
力

を
合
わ
せ
て
女
子
の
会
を
育
て
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

　

設
立
総
会
は
下
記
ご
案
内
の
要
領
で
開

催
し
ま
す
。
講
演
に
は
男
性
、
在
校
生
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

秋
田
高
校
に
女
子
の
会
が
発
足
し
た
の

は
昭
和
29
年
2
月
。
女
子
在
校
生
の
「
若

菜
会
」
で
し
た
。

　

し
か
し
、戦
後
の
教
育
の
激
動
の
中
で
、

在
校
生
の
若
菜
会
は
解
散
、
そ
の
後
は
昭

和
45
年
度
卒
業
生
ま
で
を
対
象
に
運
営
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
度
、
卒
業

生
全
員
を
会
員
と
し
て
新
し
く
発
足
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
今
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
も
世
界
1
2
1
位

と
い
う
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
秋
高
女
子
卒
業
生
の
力
を
も
っ
と
活

1．�昭和26年4月　男女共学となる。
（女子1期生26人が入学）

2．�昭和29年2月　�秋高女子在校生の
会「若菜会」発足�（第1次若菜会）

3．�昭和48年　在校生の「若菜会」解
散。男女共学が定着し、女子生徒が
増加。女子だけの会の必要性がなく
なった。

4．�昭和51年　�同窓会の1支部として
秋高女子卒業生親睦の会「若菜会」
発足。会員は昭和29年3月～昭和
45年3月までの女子卒業生。� �
� （第2次若菜会）

5．�平成25年の若菜会で次の2点を決
定。

　　・�昭和45年卒幹事まで現行のまま
開催。

　　・�それ以降、秋高女子卒業生全員
を会員として新しい「若菜会」
をつくる。� （第3次若菜会）

6．�平成29年開催の若菜会で設立準備
委員会設置を決定。

7．�平成30年度同窓会総会において女
子の会設立についての報告を了承。

8．�令和元年の若菜会において、今まで
の若菜会を閉じ、来年度からの新若
菜会に向けて運営委員を置くことを
決定。

11
月
に
設
立
総
会
　
女
子
卒
業
生
全
員
が
対
象

昭和31年冬、駅前校舎の音楽室で行われた
「若菜会」の送別会

「若菜会」の変遷

　

こ
れ
ま
で
昭
和
45
年
３
月
卒
業
ま
で
の
女
子
を
会
員
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
「
若
菜

会
」
で
す
が
、
平
成
30
年
度
の
総
会
で
女
子
卒
業
生
全
員
を
会
員
と
し
て
新
た
に
発
足

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。「
会
員
相
互
の
親
睦
と
母
校
と
同
窓
会
の
発
展
に
尽
く

す
」
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
15
日
（
日
）
に
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
す
。
講
演
講
師
は

2
0
1
9
年
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
を
受
章
さ
れ
た
秋
山
正
子
さ
ん
（
昭
和
44
卒
）
で
す
。

�

（
若
菜
会
運
営
委
員
会
会
長　

髙
橋
裕
子
）

同
窓
会
女
子
の
会

「
若
菜
会
」設
立
総
会
の
ご
案
内

日　
時　
令
和
2
年
11
月
15
日（
日
）

場　
所　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

	

秋
田
市
中
通
7
︱
2
︱
1

	

0
1
8
︱
8
3
1
︱
2
2
3
1

講　
演	
��

午
前
10
時	

講
師　
秋
山
正
子
氏（
昭
和
44
卒
）

	
�（

株
）ケ
ア
ー
ズ
代
表
取
締
役
ほ
か
。	

	

昨
年
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
を
受
章

総　
会　
11
時
30
分（
写
真
撮
影
）

懇
親
会　
12
時
30
分

参
加
費　
懇
親
会
費		

3
、5
0
0
円（
写
真
代
別
途
）

	

講
演
の
み
の
方�	

5
0
0
円（
在
校
生
無
料
）

【
申
し
込
み
】

　
ご
出
席
の
方
は
、�

同
封
の
色
付
き
の
は
が
き�

に
必
要
事

項
を
書
き
10
月
26
日（
月
）ま
で
に
同
窓
会
事
務
局
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。F
A
X
、メ
ー
ル
も
可
能
で
す
。

【
同
窓
会
事
務
局
】

F
A
X	

0
1
8
︱
8
3
2
︱
9
5
8
8

Ｅ
メ
ー
ル�

�aki-doso

＠cna.ne.jp�
�

（�「
若
菜
会
」と
明
記
願
い
ま
す
。�

）

　
な
お
、懇
親
会
出
席
申
し
込
み
後
の
欠
席
は
、2
日
前（
11

月
13
日
）ま
で
に
事
務
局
に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ご
連

絡
な
い
場
合
は
会
費
分
ご
負
担
願
い
ま
す
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。

2

新
生
「
若
菜
会
」
発
足
へ



　秋田高校OBの国民的歌手、東海林太郎（大正5卒）は直立不動
で歌う姿で知られるが、その雄姿をよりリアルに再現しようと、
秋高同窓生が中心となった建立委員会が設立され、寄付を呼び掛
けている。　東海林太郎直立不動像は、秋田市の県民会館跡地に
建設される新文化施設（2021年度完成予定）の周辺に設置され
る。これまでは、解体された県民会館の敷地の一角に「胸像」が
設置され、街頭に歌声を響かせていた。新たに建立する直立不動
像は、この胸像からバトンを受け継ぐ形で、新文化施設の向かい

にある、旧県立美術館前の千秋公園に続く通り沿いに建立が予定
されている。東海林太郎と肩を並べて記念撮影ができる、新たな
観光スポットとなることが期待されている。　建立委員会では、
活動の趣旨に賛同する方々の募金への協力を呼び掛けている。目
標額は800万円。個人は1口千円、法人は1口1万円から。詳しく
は下記のホームページをご参照ください。
「東海林太郎直立不動像建立委員」
http://www.donpu.net/chokuritsufudo/index.html

　

新
緑
が
映
え
、
心
地
よ
い
風

が
吹
き
抜
け
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
は
拡
大
す
る
一
方

で
、
そ
れ
に
伴
い
移
動
の
制
限

は
一
段
と
強
化
さ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
事
態
の
連
続

に
戸
惑
う
日
々
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？

　

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
状

況
を
勘
案
し
6
月
に
開
催
し
て

き
ま
し
た
通
常
総
会
を
、
本
年

度
は
秋
以
降
に
延
期
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
そ
の
前
段
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
理
事
会
も
併
せ
て
延
期

し
ま
す
。

　

当
初
の
予
定
で
は
、
本
年
度

の
通
常
総
会
は
6
月
21
日
に
秋

田
市
で
開
催
し
、
令
和
元
年
度

決
算
・
事
業
報
告
、
本
年
度
予

算
・
事
業
計
画
案
等
を
審
議
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
し

た
。
記
念
講
演
の
講
師
は
株
式

会
社
東
洋
経
済
新
報
社
、
代
表

取
締
役
社
長
の
駒
橋
憲
一
氏

（
昭
和
50
卒
）
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

な
お
本
年
度
予
算
案
は
運
営

委
員
会
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ

て
お
り
、
暫
定
的
に
執
行
す
る

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
3
月
に
は
7
ク
ラ
ス
2
7
2
人
の
3
年
生
が
卒

業
し
ま
し
た
。
全
員
が
進
学
希
望
で
、
セ
ン
タ
ー
試
験

は
2
7
0
人
が
受
験
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
国
公
立

管
外
大
学
の
合
格
者
は
1
4
1
人
で
、
昨
年
度
よ
り
38

人
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
別
で
は
、
東
京
大
学
は
現
役
が
9
人
、
過
年
度

卒
が
3
人
で
合
計
12
人
（
昨
年
比
±
0
）
で
し
た
。
合

格
者
数
は
東
北
地
区
で
仙
台
二
高
と
並
び
第
1
位
で
し

た
。

　

他
の
国
立
大
学
で
は
、
現
役
と
過
卒
を
合
わ
せ
て
、

北
海
道
大
学
14
人
（
＋
9
）
、
一
橋
大
学
1
人
（
△

1
）
、
東
北
大
学
24
人
（
△
32
）
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

医
学
部
医
学
科
に
は
延
べ
で
38
人
（
△
9
）
が
合

格
、
そ
の
う
ち
国
公
立
大
学
は
22
人
（
△
13
）
で
し

た
。
内
訳
は
秋
田
大
学
16
人
、
東
北
大
学
2
人
、
新
潟

大
学
2
人
、
旭
川
医
科
大
学
1
人
、
筑
波
大
学
1
人
で

し
た
。

　

私
立
大
学
は
現
浪
延
べ
で
2
3
3
人
が
合
格
し
ま
し

た
。
最
も
合
格
者
が
多
か
っ
た
の
は
早
稲
田
大
学
で

17
人
、
次
い
で
日
本
大
学
16
人
、
明
治
大
学
12
人
で
し

た
。
私
大
全
体
の
合
格
者
数
は
延
べ
で
、
現
役
1
2
5

人
（
△
16
）
、
過
卒
1
0
8
人
（
△
2
）
で
し
た
。

　

秋
田
高
校
で
は
高
い
志
を
掲
げ
そ
れ
を
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
努
力
す
る
こ
と
を
目
標
に
進
路
指
導
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
も
多
く
の
生
徒
が
こ
の
目
標
の
も

と
大
き
な
頑
張
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
も

生
徒
の
第
一
志
望
達
成
の
た
め
、
教
職
員
一
同
で
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
進
路
指
導
部
）

東
大
に
東
北
最
多
の
12
人
、
東
北
大
24
人
、
北
大
14
人

同窓会総会、秋以降に延期 〜新型コロナ対策で〜

今
春
の
進
路
状
況

大学合格状況一覧� 令和2年4月1日現在

国公立管外大
大学名 現役 過卒 計
旭川医大 0 1 1
北 見 工 大 1 0 1
北 海 道 大 10 4 14
北教大岩見沢校 0 1 1
弘 前 大 3 0 3
岩 手 大 8 0 8
東 北 大 16 8 24
宮城教育大 2 0 2
秋 田 大 29 7 36
山 形 大 0 2 2
茨 城 大 2 0 2
筑 波 大 2 2 4
宇 都 宮 大 1 0 1
埼 玉 大 4 0 4
千 葉 大 5 0 5
お茶の水女子大 0 1 1
電気通信大 2 0 2
東 京 大 9 3 12
東京医歯大 1 0 1
東 京 外 大 1 0 1
東京学芸大 2 3 5
東京工業大 0 1 1

医学部医学科
大学名 現役 過卒 計
旭川医大 0 1 1
秋 田 大 11 5 16
新 潟 大 2 0 2
東 北 大 0 2 2
筑 波 大 0 1 1
岩 手 医 大 1 4 5
東北医科薬科大 0 1 1
自治医科大 0 2 2
順 天 堂 大 0 2 2
昭 和 大 0 1 1
日 本 医 大 0 1 1
獨 協 医 大 1 1 2
福 岡 大 0 1 1
防衛医科大学校 0 1 1
医学部医学科計 15 23 38

大学名 現役 過卒 計
一 橋 大 1 0 1
横浜国立大 3 2 5
新 潟 大 18 1 19
富 山 大 1 1 2
金 沢 大 2 1 3
信 州 大 3 0 3
静 岡 大 2 0 2
名 古 屋 大 1 0 1
京 都 大 1 1 2
京都工芸繊維大 1 0 1
大 阪 大 1 0 1
神 戸 大 1 1 2
広 島 大 1 0 1
国際教養大 2 0 2
高 崎 経 大 0 1 1
横浜市立大 1 0 1
新潟県立看護大 1 0 1
新潟県立大 0 1 1
長岡造形大 1 0 1
大阪府立大 2 0 2
防衛医科大学校 0 1 1
国公立管外大計 141 43 184

私立大
大学名 現役 過卒 計
岩手医大 2 4 6
東北学院大 3 3 6
東 北 工 大 0 1 1
東北福祉大 4 0 4
東北医薬大 3 2 5
宮城学院女子大 2 0 2
東北文化学園大 1 0 1
ノースアジア大 0 1 1
つくば国際大 2 0 2
国際医療福祉大 2 0 2
自 治 医 大 0 2 2
獨 協 医 大 1 1 2
駿 河 台 大 0 1 1
獨 協 大 4 0 4
文 教 大 0 1 1
日 本 薬 大 1 0 1
江 戸 川 大 2 0 2
神田外語大 2 0 2
秀 明 大 1 0 1
青山学院大 1 1 2
桜 美 林 大 1 1 2
大妻女子大 0 1 1
学 習 院 大 1 0 1
北 里 大 1 1 2
慶 応 大 4 5 9
工 学 院 大 1 0 1
国際基督教大 0 1 1

大学名 現役 過卒 計
国士舘大 0 1 1
駒 澤 大 0 3 3
実践女子大 1 0 1
芝 浦 工 大 3 4 7
順 天 堂 大 1 3 4
上 智 大 1 4 5
昭 和 大 3 1 4
昭和女子大 1 1 2
昭 和 薬 大 1 0 1
成 蹊 大 1 0 1
成 城 大 1 1 2
大 正 大 1 0 1
大東文化大 0 1 1
拓 殖 大 1 0 1
中 央 大 2 4 6
津 田 塾 大 4 1 5
帝 京 大 1 0 1
東 海 大 3 1 4
東京家政大 0 1 1
東京工科大 0 1 1
東京女子大 5 1 6
東 京 農 大 0 3 3
東 京 薬 大 2 1 3
東 京 理 大 1 10 11
東 洋 大 1 1 2
日 本 大 13 3 16
日 本 医 大 0 1 1

大学名 現役 過卒 計
日本女子大 1 0 1
日本体育大 1 1 2
法 政 大 3 1 4
星 薬 大 0 1 1
東京都市大 0 1 1
武 蔵 野 大 4 0 4
明 治 大 5 7 12
明 星 大 0 1 1
立 教 大 1 2 3
早 稲 田 大 11 6 17
関東学院大 1 0 1
フェリス女大 1 0 1
新潟医療福祉大 3 0 3
北 陸 大 1 0 1
京 都 橘 大 0 1 1
京 都 薬 大 0 3 3
同 志 社 大 0 1 1
立 命 館 大 3 5 8
大 阪 薬 大 0 1 1
関 西 大 1 1 2
関 西 外 大 2 0 2
近 畿 大 0 2 2
関西学院大 1 0 1
福 岡 大 0 1 1
私 立 大 計 125 108 233

※合格はすべて延べ数です

東海林太郎の直立像建立へ 同窓生らが委員会設立

秋田高校同窓会だより VOL.1073



心臓部のマスター室にて

点

交
差

たちた・さとし／1956年秋田
市生まれ。早稲田大学法学
部卒。1981年㈱秋田放送入
社。2004年報道部長、2005
年 取 締 役 報 道 制 作 局 長、
2008年常務取締役、2010年
代表取締役社長に就任し現
在に至る。この間、日本民間
放送連盟理事、東北経済連
合会政策議員などを務める。

Profile

　

山
の
上
の
学
校
は
い
つ
の
時
代

も
神
々
し
い
。
懐
か
し
い
学
び
や

な
の
に
何
か
寄
せ
付
け
な
い
も
の

も
感
じ
る
の
は
、
誇
れ
る
足
跡

を
残
し
て
い
な
い
と
い
う
負
い
目

か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
私
に
本

欄
の
執
筆
に
つ
い
て
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
の
は
、
弊
社
秋
田
放
送
が

秋
田
駅
西
口
に
新
築
移
転
し
た
か

ら
だ
ろ
う
。

　

1
9
5
3
（
昭
和
28
）
年
に
県

内
初
の
民
放
ラ
ジ
オ
局
「
ラ
ジ
オ

東
北
」
と
し
て
産
声
を
上
げ
て
67

年
目
。
完
全
移
転
を
果
た
し
た
4

月
1
日
は
当
社
が
山
王
で
テ
レ
ビ

放
送
を
開
始
し
て
60
年
の
節
目
に

あ
た
る
。
こ
の
間
、
多
く
の
県
民

に
支
え
て
い
た
だ
き
悲
願
と
も
言

え
る
新
社
屋
に
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
心

に
刻
む
リ
ス
タ
ー
ト
の
春
で
あ
る
。

　

2
0
1
0
年
に
54
歳
で
社
長
に

就
任
し
た
。
主
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
記
者
し
か
経
験
の
な
い
私
に

と
っ
て
は
ま
さ
に
青
天
の
へ
き
れ

き
。
直
後
に
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
、
大
規
模
災
害
時
に
も
県
民

の
安
全
安
心
に
寄
与
で
き
る
社
屋

が
必
要
と
検
討
を
始
め
た
の
が

2
0
1
2
年
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

J
R
東
日
本
秋
田
支
社
の
建
て
替

え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
駅
前
と
い
う

最
高
の
場
所
を
提
供
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
、
J
R
や
県
・
市
が

進
め
る
中
心
市
街
地
活
性
化

の
一
助
に
な
れ
ば
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
た
。
放

送
局
は
装
置
産
業
で
あ
り
、

建
物
以
上
に
設
備
に
膨
大
な

お
金
が
か
か
る
。
時
に
途
方

に
暮
れ
な
が
ら
も
な
い
知
恵

を
絞
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

助
言
と
励
ま
し
を
も
ら
っ
て

2
0
1
8
年
3
月
に
着
工
。

結
果
的
に
構
想
か
ら
8
年
を

要
し
た
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
で

機
能
的
、
何
よ
り
エ
キ
マ
エ

の
景
観
に
マ
ッ
チ
し
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
放
送
局
に

な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

　

秋
田
駅
周
辺
の
か
つ
て
の
に
ぎ

わ
い
や
テ
レ
ビ
が
お
茶
の
間
の
象

徴
と
さ
れ
た
時
代
を
呼
び
起
こ
す

こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
放
送
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
垣
根
が
取
り

払
わ
れ
、
A
I
や
高
速
・
大
容
量

の
5
G
の
登
場
で
コ
ン
テ
ン
ツ
競

争
は
年
々
加
速
し
て
い
る
。
そ
ん

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
ラ
ジ
オ
と
テ

レ
ビ
の
媒
体
価
値
を
磨
き
、
長
年

培
っ
た
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
創
出

力
、
そ
し
て
新
社
屋
に
散
り
ば
め

た
仕
掛
け
を
生
か
し
て
、〝
人
と
人
、

人
と
街
を
つ
な
ぐ
〟
情
報
発
信
拠

点
で
あ
り
た
い
。
こ
れ
が
さ
さ
や

か
な
夢
で
あ
り
、
お
世
話
に
な
っ

た
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
で
も
あ
る
。

　

秋
高
時
代
は
社
会
部
に
所
属
し
、

夏
休
み
に
は
「
巡
検
」
と
呼
ば
れ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
い
そ
し

ん
だ
。
個
性
的
な
先
輩
た
ち
に
揉

ま
れ
地
域
を
訪
ね
歩
い
た
経
験
が
、

そ
の
後
の
番
組
づ
く
り
や
報
道
取

材
に
携
わ
る
原
点
に
な
っ
た
。
同

窓
会
長
で
元
文
部
事
務
次
官
の
銭

谷
眞
美
氏
、
前
県
教
育
長
の
米
田

進
氏
、
43
代
校
長
の
高
橋
貢
氏
も

社
会
部
の
先
輩
。
前
校
長
で
安
田

浩
幸
新
教
育
長
は
後
輩
ら
し
い
。

　

社
長
に
な
っ
て
丸
10
年
。「
お

め
ぇ
～
も
秋
高
か
」
で
他
生
の
縁

は
深
ま
り
、
各
界
で
活
躍
す
る
同

窓
生
か
ら
有
形
無
形
の
後
押
し
を

頂
い
て
今
が
あ
る
。
秋
高
の
な
せ

る
業
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
の
は
、

最
近
後
輩
が
A
B
S
の
門
を
叩
い

て
く
れ
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
当

時
は
文
化
部
で
吹
奏
楽
部
に
次
ぐ

勢
力
だ
っ
た
社
会
部
の
部
員
が
数

え
る
ほ
ど
だ
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

『
も
っ
と
、秋
田
が
好
き
に
な
る
。』。

と
も
に
ふ
る
さ
と
の
元
気
の
芽
を

掘
り
起
こ
し
た
い
。

大 

島 

千 

明

代
表
取
締
役
社
長

（
昭
和
49
年
卒
）

稲
庭
う
ど
ん
・
そ
う
め
ん
製
造

株
式
会
社

〒010-1419
秋田市御所野堤台一丁目6番85号
TEL.018-838-7107 FAX.018-838-7106
http://rings-accounting.jp/

代表社員 税理士 武 田　 亨

税理士法人

（昭和49年卒）

院　長  真崎 雅和（昭和49年卒）

医療法人 真和会

MASAKI EAR.NOSE & THROAT CLINIC

〒011-0946 秋田市土崎港中央6-8-3
TEL.018-845-0234
FAX.018-847-1321

masaki@medical.email.ne.jp

新社屋の外観（ドローン空撮）
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校
長
と
し
て
4
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
高
校
生

の
10
代
、
教
諭
と
し
て
過
ご
し
た
30
代
の
8
年
間

と
合
わ
せ
る
と
、
15
年
間
も
丘
の
上
の
校
舎
に

通
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
前
、
生
徒
会
担
当

を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
運
動
会
や
秋
高
祭
に

な
る
と
今
で
も
心
躍
る
と
い
う
か
、
秋
田
高
校
に

い
る
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

テ
ニ
ス
部
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
を
し

て
い
た
せ
い
か
生
徒
が
大
会
で
活
躍
す
る
姿
を
見

る
の
が
好
き
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
コ
ー
ト
に
も
よ

く
足
を
運
ん
で
応
援
を
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
4
年
間
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
学
校
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

私
個
人
に
も
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
支
部
総
会
で
多
く
の
方
々
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
た
の
は
私
に
と
っ
て
一
番
の
財
産

で
す
。
時
に
は
大
先
輩
か
ら
駅
前
校
舎
の
頃
の
話

を
伺
っ
た
り
、
懐
か
し
い
同
級
生
や
立
派
に
成
長

し
た
教
え
子
と
再
会
し
た
り
、
改
め
て
秋
田
高
校

を
通
し
て
で
き
た
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

卒
業
生
と
職
員
だ
け
で
行
っ
た
今
年
の
卒
業
式

で
は
、
式
辞
の
中
で
鈴
木
健
次
郎
校
長
先
生
の
言

葉
「
歴
史
や
伝
統
は
古
い
か
ら
と
い
っ
て
誇
る
べ

き
こ
と
で
は
な
い
。
秀
で
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て

こ
そ
そ
の
伝
統
は
偉
大
で
あ
り
、
い
き
い
き
と
し

て
今
も
発
展
し
て
い
て
こ
そ
貴
い
の
だ
」
を
紹
介

し
ま
し
た
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
文
武
両
道
と
自

主
自
律
を
成
し
遂
げ
、
い
き
い
き
と
活
躍
し
て
い
る
今
の
生

徒
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
間
も
な
く
創
立
1
5
0
周
年
を
迎

え
る
本
校
の
伝
統
は
偉
大
で
あ
り
、
貴
い
こ
と
だ
と
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
秋
田
高
校
の
中
の
お
気
に
入
り
の
場
所
を
、
3
年

前
の
生
徒
会
誌
に
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
う
ぐ
い
す
坂

か
ら
の
眺
め
も
そ
う
で
す
し
、
水
道
山
が
見
え
る
校
舎
の
裏

手
、光
が
降
り
注
ぐ
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
、中
庭
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
。
も
ち
ろ
ん
羽
城
館
（
校
史
資
料
館
）
の
展
示
室
の

歴
史
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
も
そ
う
で
す
。
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
く
れ
た
秋
田
高
校
と
、
支
え
て
い
た
だ
い
た

同
窓
会
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
入
会
式
が
令
和
2
年
2
月
29
日
、
母
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
翌
日
に
卒
業
式
を
控
え
た
3
年
生
2
7
2
人

が
新
た
に
入
会
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
来

賓
招
待
や
恒
例
の
校
友
会
歌
斉
唱
、
エ
ー
ル
な
ど
を
取
り

止
め
、
例
年
よ
り
縮
小
し
た
形
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
ま

た
翌
3
月
1
日
の
卒
業
式
も
、
卒
業
生
と
教
職
員
の
み
の

出
席
と
い
う
異
例
の
形
と
な
っ
た
。

　

入
会
式
で
は
、
勤
務
先
で
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
業
務
に
よ

り
急
き
ょ
不
参
加
と
な
っ
た
銭
谷
眞
美
会
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
佐
野
元
彦
副
会
長
が
代
読
し
た
。
こ
の
中
で

銭
谷
会
長
は
、
自
身
が
在
籍
し
た
当
時
の
鈴
木
健
次
郎
校

長
の
「
汝
、
何
の
た
め
に
そ
こ
に
あ
り
や
」
と
い
う
言
葉

を
挙
げ
、
秋
田
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
切
に
し
て
人
生

を
豊
か
に
歩
ん
で
ほ
し
い
、
と
入
会
を
歓
迎
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
4
年
卒
で
、
秋
田
市
役
所
に
勤
務
し
な

が
ら
秋
田
の
活
性
化
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

鈴
木
孝
友
氏
が
登
壇
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
努
力
を
惜
し

ま
ず
に
、
自
分
の
良
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
激
励
し
た
。
そ
の
後
、
佐
野
副
会
長
か
ら
記
念
品

の
U
S
B
を
受
け
取
っ
た
新
入
会
員
代
表
の
髙
橋
利
佳
さ

ん
（
元
生
徒
会
副
会
長
）
が
、
感
謝
と
抱
負
を
述
べ
た
。

校
長
に
渡
部
克
宏
氏
（
昭
和
55
卒
）

【退職】�
校 長 安田　浩幸 県教育委員会�教育長

教 諭 南都　　勲 秋田高校�教諭（再任用）

【転出】� � 転出先
副 校 長 柘植　敏朗 五城目高校�校長

教 諭 小松　直樹 秋田北高校

教 諭 淀谷　誠也 県総合教育センター�指導主事

教 諭 山科�あさか 秋田明徳館高校・通

教 諭 岩見　　進 本荘高校

教 諭 糸井　大輔 秋田西高校

教 諭 金岡　直人 秋田工業高校

教 諭 物部　長幸 県総合教育センター�指導主事

教 諭 佐藤　健一 秋田工業高校

事務長補佐 児玉　　洋 西目高校事務長

事務長補佐 奥山　淳子 秋田工業高校

技 能 主 任 川越　　治 秋田西高校

臨 時 講 師 渡邊　　晃 秋田明徳館高校�非常勤講師

臨 時 講 師 小椋　富二
臨 時 講 師 水澤　優香 秋田中央高校�非常勤講師

令和2年度教職員人事異動
【転入】� � 転入元
校 長 渡部　克宏 県教育庁�教育次長

副 校 長 伊藤　　真 大曲高校�教頭

教諭（再任用）西村　充司 県総合教育センター�所長

教 諭 米川　　覚 秋田北高校

教 諭 加茂　玲子 秋田明徳館高校･定

教 諭 牧　留美子 秋田大学附属中学校

教 諭 笹渕　夏子 秋田北高校

教 諭 松井　優介 男鹿海洋高校

事務長補佐 黒澤　桂一 県教育庁総務課�副主幹

主 査 齋藤しのぶ 県教育庁幼保推進課

技 能 主 任 伊藤　　譲 秋田工業高校

臨 時 講 師 佐藤　　武 秋田市教育研究所
教育アドバイザー

臨 時 講 師 藤澤　真樹 秋田北高校

臨 時 講 師 加賀　智大
臨 時 講 師 高橋　　奨

渡部克宏校長略歴
昭和36年 秋田市生まれ
昭和59年 筑波大第一学群卒
昭和59年 矢島高校笹子分校教諭
昭和62年 秋田高校教諭
平成10年 秋田北高校教諭
平成17年 県総合教育センター指導主事
平成20年　県知事公室秘書課副主幹
平成22年 県教育庁高校教育課指導主事
平成23年 県教育庁高校教育課副主幹
平成26年 県教育庁高校教育課主幹
平成28年 秋田中央高校校長
平成30年 県教育庁高校教育課長
平成31年　県教育庁教育次長

安田 浩幸氏（昭和54卒）
八郎潟町出身。新潟大理学部数学科卒。
平成26年に大館国際情報学院中・高校
長、27年に県教育庁高校教育課長を歴
任。28年に秋田高校長に就任し、令和2
年3月31日までの4年間、母校をリードする。
同4月1日、米田進氏（昭和45卒）の後任
として県教育長に就任した。

人との出会いが財産 
　　~母校の校長を4年間務めて~ 安田 浩幸・県教育長

同
窓
会

入
会
式

272
人
が
仲
間
入
り

秋田高校同窓会だより VOL.1075



子どもへの眼差し
 国立民族学博物館准教授　藤本 透子（平成6卒）

　

中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
初
め
て
訪

れ
た
の
は
、
1
9
9
8
年
だ
っ
た
。
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
国
の
西

側
、
ロ
シ
ア
の
南
側
に
位
置
す
る
国
で
、
面
積

は
日
本
の
約
7
倍
あ
る
。
国
土
の
大
部
分
が
草

原
で
、
一
部
に
は
山
脈
も
そ
び
え
る
。
人
口
は

約
1
8
6
5
万
人
で
、
カ
ザ
フ
人
、
ロ
シ
ア
人
、

そ
の
他
の
複
数
の
民
族
が
暮
ら
す
多
民
族
国
家

で
あ
る
。

　

多
様
な
文
化
の
人
々
が
行
き
か
う
こ
の
地
域

の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
、
私
は
天
山
山
脈
の
麓
に

あ
る
ア
ル
マ
ト
ゥ
市
の
東
洋
学
研
究
所
に
延
べ

約
3
年
間
留
学
し
た
。
さ
ら
に
、
都
市
を
離
れ

て
草
原
の
な
か
の
村
に
住
み
、
カ
ザ
フ
人
家
族

の
暮
ら
し
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

カ
ザ
フ
人
は
も
と
も
と
遊
牧
民
で
、
現
在
も

村
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
世
帯
が
、
ウ
マ
、
ウ
シ
、

ヒ
ツ
ジ
、
ヤ
ギ
な
ど
の
家
畜
を
飼
っ
て
い
る
。

肉
や
ミ
ル
ク
を
自
家
消
費
す
る
ほ
か
、
時
に
は

都
市
の
バ
ザ
ー
ル
で
家
畜
を
売
っ
て
臨
時
収
入

を
得
る
。
村
の
学
校
や
役
場
に
勤
め
た
り
、
商

店
を
経
営
し
て
い
る
人
も
い
る
。

　

私
が
滞
在
さ
せ
て
も
ら
っ
た
家
に
は
当
時
6

歳
の
少
年
が
い
て
、
仔
ヒ
ツ
ジ
や
仔
ウ
シ
が
生

ま
れ
た
と
言
っ
て
は
私
を
呼
び
に
来
て
、
村
の

暮
ら
し
を
教
え
て
く
れ
た
。
カ
ザ
フ
人
の
家
族

は
、
夫
妻
と
子
ど
も
、
ま
た
は
そ
れ
に
夫
の
両

親
が
同
居
す
る
場
合
が
多
く
、
日
本
と
一
見
似

て
い
る
。
た
だ
、
長
男
で
は
な
く
末
息
子
が
両

親
の
家
を
継
ぐ
こ
と
や
、
初
孫
が
祖
父
母
の
子

と
し
て
育
つ
な
ど
、
異
な
る
習
慣
も
あ
る
。
私

が
一
緒
に
遊
ん
だ
少
年
も
初
孫
で
、
祖
父
母
の

こ
と
を
「
パ
パ
」「
マ
マ
」
と
呼
び
、
い
つ
も

一
緒
に
い
た
。
こ
の
習
慣
の
起
源
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
祖
先
の
歴
史
や
暮
ら
し
の
知
識
を

世
代
を
超
え
て
教
え
る
こ
と
で
、
長
く
継
承
し

て
い
く
と
い
う
意
味
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

村
の
暮
ら
し
は
厳
し
い
が
、
少
年
の
祖
母
は

「
仔
ヒ
ツ
ジ
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
仔
が
食
べ

る
だ
け
の
草
が
大
地
か
ら
生
え
て
く
る
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
を
教
え
て
く
れ
た
。そ
の
言
葉
は
、

子
ど
も
に
は
生
き
て
い
く
だ
け
の
糧
が
与
え
ら

れ
る
と
い
う
強
い
信
念
に
満
ち
て
い
た
。

　

子
ど
も
は
成
長
の
節
目
ご
と
に
年
長
者
た
ち

か
ら
祝
福
の
言
葉
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
だ
、

と
も
教
わ
っ
た
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、
歩

き
始
め
た
時
、
そ
し
て
入
学
祝
な
ど
に
は
、
親

戚
や
隣
人
が
集
ま
っ
て
食
事
し
、「
食
卓
に
恵

み
を
、
身
体
に
健
康
を
与
え
た
ま
え
」、
そ
し

て
「
こ
の
子
の
空
が
晴
れ
て
い
る
よ
う
に
」「
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
両
親
や
祖
父
母
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
」
と
、
祝
福
と
祈
り
の
言
葉
を
口
に

し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
心
か
ら
願
っ
た
こ
と
は

現
実
に
な
る
と
い
う
信
仰
が
あ
る
か
ら
だ
っ

た
。

　

現
在
で
は
、
都
市
へ
の
移
住
に
よ
り
、
村
の

人
口
は
次
第
に
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
都
市

に
移
住
し
た
息
子
た
ち
は
、
夏
に
長
期
休
暇
を

と
り
、
家
族
を
連
れ
て
村
に
帰
る
。
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
孫
を
抱
い
て
、「
私
の
仔
ウ
マ
ち
ゃ

ん
、
ち
ょ
っ
と
匂
い
を
か
が
せ
て
！
」
と
言
い

な
が
ら
か
わ
い
が
る
村
人
の
姿
を
時
々
目
に
し

た
。
五
感
の
す
べ
て
で
、
ま
だ
幼
い
孫
と
の
つ

な
が
り
を
確
か
め
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

暮
ら
し
方
は
大
き
く
異
な
る
け
れ
ど
も
、
人

と
し
て
普
遍
的
な
思
い
が
子
ど
も
へ
の
眼
差
し

に
込
め
ら
れ
て
い
た
気
が
し
て
、
日
本
に
い
て

も
時
々
思
い
出
す
。

春の雪でそり遊びする少年たち

刺繍する女性とその孫

ふじもと・とうこ／京都大学文学部卒。
同大学大学院人間・環境学研究科
修了。専門は文化人類学、中央ア
ジア地域研究。2010年から国立民
族学博物館勤務。2017年から総合
研究大学院大学文化科学研究科准
教授を併任。著書に『カザフの子育て』

『よみがえる死者儀礼』、編著に『現
代アジアの宗教―社会主義を経た地
域を読む』、共編著に『カザフスタン
を知るための60章』など。秋田市出
身。

6
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わたなべ・ともこ／1956年秋田市生ま
れ。一橋大学経済学部卒業後、1989
年に株式会社ともクリエーションズを設
立。1990年筑波大学大学院経営シ
ステム科学専攻（経営学修士）修
了（1期生）。2010年からWebマガジ
ン「ヨコハマNOW」を主宰。現在
は、NPO法人神奈川中小企業活性化
センターなど複数のNPO法人活動に関
わっている。

よねた・けんご／1977年6月、
男鹿市生まれ。秋田大学卒
業後、秋田特産品会社で物
販の基礎を学び、その後、
飲食店へ転職。２社でのサラ
リーマン経験を経て2014年９
月、家業である男鹿市船越
の特産品卸会社「鼎家（か
なえや）」に入社。15年4月
から代表取締役。

　18歳で秋田を離れて45年、横浜に住んで30年になりま
す。本業は、業務システムの開発やWebサイト制作等を
業務としている零細IT企業の経営者なのですが。いつの
頃からか「ハマのおせっかいおばさん」と呼ばれ、横浜で

「世話焼き」人生を送っています。
　きっかけは、2010年5月のWebマガジンの発 行でし
た。「横浜」を「人」を通して情報発信する「ヨコハマ
NOW」というWebサイトを立ち上げました。それから10年。

「大人の学級新聞」として、大勢のボランティアライターに
支えられ、毎月1回配信して2020年4月で120号になりました。
　この10年を振り返ってみるといろいろな出来事がありまし
た。2011年の東日本大震災が起きた直後には、「ヨコハ
マNOW」に私が書いた「物資支援のお願い」が友人か
ら全国に発信され、我が家には全国各地から300箱を超
える衣類が送られてきました。支援物資をトラックに積んで
宮城県山元町に向かったのは、2011年4月6日。そのご縁
で、横浜市中区の「山元町」と宮城県「山元町」をつ
なぐことになり、横浜の山元町商栄会の活動によって、横
浜市が宮城県山元町を全面支援するまでに広がっていきま
した。あなたは何屋さん？と聞かれるようになったのはその
頃からです。
　2015年2月に横浜で開催された「全日本製造業コマ大
戦世界大会」。ボリビアの2人の若者が経済的理由で大会
に出場できないと聞いた私は、「ボリビア・コマ基金」を創
設して、彼らを招聘しました。このときは秋田高校の仲間
たちがSNSで情報を拡散し、募金に協力してくれました。
横浜在住の尾形淑子さん（旧姓・井川 昭和52卒）は、
ボランティアでスペイン語通訳をやってくれました。秋田高
校ネットワークの素晴らしさに感謝です。「ヨコハマNOW」
主催の「盆栽カフェ」も60回を迎え、世代・ジャンルを超
えた交流の場になっています。
　「人生100年時代」、私もまだ40年あります。これからも
定年退職した夫と二人三脚で地域に根差した社会活動を
やっていきたいと考えています。まずは新型コロナウイルス
で経済的な被害を受けている中小零細企業のサポートをし
ていきます。「おせっかい」はまだまだやめられません。

　2014年春、当時社長だった父から「一緒に会社を
やらないか」という話があり、鼎家に入社することにし
ました。入社後、張り切って新規営業で20件ほど飛
び込み営業をしたものの現実は厳しく、「同じ商品はも
うあるからいらない」「入れてあげてもいいけど、他社
より安くできるか」など、ほぼ門前払いの状態でした。
　悔しさから出した答えは、「オンリーワンの自社商品
を作る」というシンプルなものでした。当時は父と経
営方針の違いから、なにかにつけて衝突していまし
た。そんな中、2015年2月に自社 製 造 菓 子 第 一 弾と
して、稲庭うどんでかりんとうを作り発売を開始しまし
た。観光土産品のお菓子として予想以上に評判が良
く、この商品のおかげで秋田県内外の取引店舗数が
増えたことが今日の発展の第一歩だったと思います。
　新商品開発のために訪れた県総合食品研究センター
で、米菓等の研究員であった高橋徹先生と出会ったこと
が現在の米菓製造に力を入れるきっかけとなりました。「こ
れでお菓子を作ってみませんか」と先生からひと握りのお
米の煎餅用の生地を頂きました。すぐに試作をしたところ、

「あ、これは売れる商品にできる」という言葉では表現で
きないような感覚があり、商品化を進めました。そして誕
生した商品が「淡雪ふわり」という手揚げのお煎餅です。
この商品が、弊社の県外販路を開拓する商品となりました。
　小さな会社を継いだ私は度々、壁にぶつかりました。し
かし、そのたびになぜか、人との不思議な出会いがあ
り、その出会いが問題を解決し前進するという日々でも
ありました。その後、米菓、煎餅の奥深さに触れ、商
品開発をしていて自分が非常に面白いと感じた米菓の
製造販売を弊社の注力する事業にすると決めました。
　昨年6月、潟上市天王に自社工場と米菓匠鼎庵（てい
あん）を新設しました。たくさんの方々に秋田県産米の煎
餅の美味しさを分かっていただきたいという思いの詰まった
店舗です。そのために、新しくこだわりの手焼きせんべい
を製造販売しています。昨年は「あきた食のチャンピオン
シップ2019」にて、弊社の「金の鼎庵」という甘味噌味
の手焼きせんべいが奨励賞を頂きました。今後もお客様に
喜んでいただける商品開発をし、「秋田の煎餅といえば鼎
庵」と言われるように日々 努力していきたいと思っています。

ハマのおせっかいおばさん
 　渡邊 桃伯子（瀬戸 智子／昭和50卒）

独自の米菓にこだわって
 　米田 賢吾（平成8卒）

秋田高校同窓会だより VOL.1077



　

秋
田
高
校
が
手
形
山
の
新
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
っ
た
昭
和
37
年
春
、
そ
の
時
の
初
め

て
の
入
学
生
が
私
た
ち
で
し
た
。
卒
業
後
55

年
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
の
思
い
出
を
書
く

よ
う
依
頼
さ
れ
筆
を
執
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
昭
和
40
年
卒
は
、
同
期
会
「
四
〇

会
」
と
し
て
２
年
ご
と
に
集
い
、
親
睦
を
重

ね
、
昨
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

2
度
、
記
念
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
9
月
に
、
還
暦
を
迎
え
た
記
念
誌
「
山

の
上
で
燃
や
し
た
青
春
︱
Ⅱ
」
は
同
期
み
ん

な
の
思
い
が
つ
ま
っ
た
1
2
0
ペ
ー
ジ
の
内

容
あ
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
下
さ
い
。

　

当
時
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
の
通

学
路
は
、
歩
い
て
片
道
40
分
ほ
ど
で
、
天
気

の
時
は
自
転
車
通
で
し
た
。
普
段
は
げ
た
履

き
で
、
冬
は
長
靴
で
し
た
。
当
時
は
秋
田
駅

か
ら
市
営
バ
ス
が
「
秋
高
線
」
と
し
て
坂
の

上
の
校
舎
前
ま
で
往
復
し
、
多
く
の
生
徒
、

先
生
方
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
道
路
は
、

秋
田
大
学
の
鉱
山
博
物
館
ま
で
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
簡
易
舗
装
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
36

年
秋
田
国
体
の
時
、
天
皇
陛
下
が
博
物
館
へ

ご
来
賓
下
さ
れ
る
た
め
舗
装
さ
れ
た
の
で

す
。手
形
球
場
か
ら
校
舎
ま
で
は
砂
利
道
で
、

バ
ス
が
砂
ぼ
こ
り
を
あ
げ
て
通
り
過
ぎ
て
い

く
状
況
で
し
た
。
道
路
と
並
行
し
て
営
林
局

の
ト
ロ
ッ
コ
線
路
が
走
り
、
仁
別
か
ら
材
木

を
積
み
秋
田
駅
へ
運
ん
で
い
ま
し
た
。
今
は

歩
道
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
、
そ

の
痕
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
家
屋
な

ど
全
く
な
く
田
畑
が
広
が
り
、
冬
の
荒
天
の

時
は
地
吹
雪
と
な
り
、
白
い
川
の
流
れ
の
中

を
歩
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
う
ぐ
い
す
坂

に
は
桜
と
ツ
ツ
ジ
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
幼
木
で
ほ
ん
の
少
し
の
花
を
咲
か

す
だ
け
で
し
た
。
50
年
を
過
ぎ
た
今
、
老
木

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
手
入
れ
が
よ
く
立
派

な
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

２
、３
階
は
ベ
ラ
ン
ダ
が
通
路

　

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
野
球
場
、
陸
上
競
技

場
も
整
備
さ
れ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
弓
道
場

も
あ
り
、
広
い
体
育
館
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
が
２
面
と
れ
、よ
く
遊
び
ま
し
た
。

体
育
館
に
隣
接
し
て
25
㍍
プ
ー
ル
も
あ
り
、

ク
ラ
ス
対
抗
で
は
水
泳
の
リ
レ
ー
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
3
階
建
て
で
、
1
階
に
は
廊
下

が
あ
り
ま
し
た
が
、
2
階
3
階
に
は
な
く
ベ

ラ
ン
ダ
が
通
路
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
体
育

手形中台校舎開設当初、正門へ続くうぐいす坂
は砂利道だった

佐野 元彦
佐野 克彦

（昭和49年卒）

（昭和59年卒）

代表取締役

取締役副社長

秋田市保戸野通町3－31
株式会社サノ・ファーマシー 千田  清隆（昭和49年卒）

代表取締役社長

創業明治３０年 八郎湖名産

〒018-1401
潟上市昭和大久保字片田千刈田428-3
TEL018-877-3208 FAX 018-877-4812
URL http://www.chida.co.jp/

〒010-0972
秋田市八橋田五郎2－13－18
TEL：018－866－0505

榎　  正　行（昭和49年卒）
榎　  真美子（平成 3 年卒）

あ
の
頃
の

▶6◀

こいずみ・りょうどう／昭和21年11月秋
田市生まれ。40年秋田高校卒業。47
年弘前大学医学部卒業後、同大学第
一外科に入局。53年5月医学博士授
与。53年8月秋田大学医学部第一内
科に移り勤務、58年8月小泉病院院長。
平成19年4月同病院理事長。昭和58
年11月より秋田高校「校医」、現在に
至る。

手
形
中
台
校
舎

�

初
の
入
学
生

う
ぐ
い
す
坂
緊
張
し
登
校

 

小
泉 

亮
道（
73
）＝
昭
和
40
卒
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館
と
は
地
下
通
路
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
全

校
集
会
な
ど
で
は
大
勢
で
渡
っ
て
い
ま
し

た
。
食
堂
は
当
時
か
ら
あ
り
、
昼
は
大
混
雑

で
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
ず
、
パ
ン
を
買
う
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。新
し
い
教
室
な
の
で
、

ク
ラ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
壁
に
く
ぎ

を
打
つ
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
コ
ン
パ
ネ
の
上

だ
け
で
製
作
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

応
援
団
は
高
げ
た
が
普
通
の
姿

　

私
た
ち
の
学
年
は
5
3
6
人
で
10
ク
ラ

ス
、
う
ち
女
子
は
39
人
、
2
ク
ラ
ス
が
共
学

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
一
学
年
約

2
8
0
人
、
7
ク
ラ
ス
、
う
ち
女
子
が
約
半

分
を
占
め
る
状
況
で
は
、
運
動
ク
ラ
ブ
の
活

動
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
理
解
で

き
ま
す
。
恩
師
の
先
生
方
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な

人
物
が
多
く
、
あ
だ
名
を
つ
け
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
私
た
ち
の
時
代
は
、
応
援
団
は
高
げ

た
で
歩
い
て
い
る
の
が
普
段
の
姿
で
、
丸
刈

り
が
多
く
、
服
装
の
自
由
化
も
ま
だ
な
い
殺

風
景
な
時
代
な
の
で
す
が
、
自
然
に
は
大
変

恵
ま
れ
て
い
て
、
裏
の
手
形
山
は
遊
び
場
で

し
た
。
山
野
草
も
種
類
が
多
く
、
春
先
に
は

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
も
咲
き
、
新
任
の
先
生
に
差

し
上
げ
た
り
し
ま
し
た
。
夏
は
秋
高
や
ぶ
蚊

に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
秋
は
栗
拾
い
、
冬

は
ス
キ
ー
に
興
じ
、
四
季
折
々
本
当
に
よ
く

遊
び
ま
し
た
。
そ
し
て
語
り

合
う
友
達
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。

　

昭
和
38
年
秋
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
初
の
テ
レ
ビ
衛
生
中
継

が
早
朝
あ
り
、
そ
の
時
流
れ

て
き
た
映
像
は
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
暗
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
で
し

た
。
ち
ょ
う
ど
秋
高
祭
の
時

で
、
県
民
会
館
で
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
演
奏
会
が
あ
り
、
み
ん
な
で
黙
と
う

し
て
か
ら
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
「
新
世
界
」
が

演
奏
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

汝
な
ん
の
た
め
に
そ
こ
に
あ
り
や

　

私
た
ち
の
時
の
第
28
代
校
長
鈴
木
健
次
郎

先
生
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
教

授
の
言
葉
を
引
用
し
て
「
汝
な
ん
の
た
め
に

そ
こ
に
あ
り
や
」
と
生
徒
に
訓
辞
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
に
自
主
自
律
を
求
め
自
覚
あ
る

生
活
を
し
、
求
め
ら
れ
る
社
会
的
使
命
に
向

か
う
よ
う
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
い
か
に
新
し

い
校
舎
の
中
に
あ
っ
て
も
、
秋
田
高
校
が
永

い
歴
史
や
伝
統
な
ど
の
精
神
風
土
の
中
で
、

お
互
い
が
努
力
し
合
い
、
厳
し
い
日
常
生
活

を
送
る
必
要
を
問
う
た
と
考
え
ま
す
。

　

う
ぐ
い
す
坂
を
緊
張
し
な
が
ら
登
り
入
学

し
た
日
か
ら
過
ご
し
た
3
年
間
は
、
本
当
に

充
実
し
た
日
々
で
あ
っ
た
と
し
み
じ
み
思
い

ま
す
。
ふ
り
返
る
と
、
素
晴
ら
し
く
誇
り
に

思
う
秋
高
で
あ
り
、
優
秀
な
先
生
方
、
心
か

ら
通
じ
合
え
る
友
人
た
ち
と
出
会
え
、
今
の

自
分
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
感
謝
」

の
一
言
で
す
。

�

（
写
真
は
筆
者
提
供
）

手形中台校舎（昭和３７年～６０年）の航空写真

明治６年の創立以来、移転を繰り返した秋田高校も昭和３６年
１２月に落成記念式典を挙行し、手形山に腰を据えた

太平山頂上鎮座

秋田市広面字赤沼３－２
☎０１８－８３４－３４４３

宮司 田村 泰教（昭和59年卒）
院　長　鈴木道明

（昭和59年卒）

〒187-0041 東京都小平市美園町1-15-2
　　　　　プレミール小山405
TEL.042－349－0015
FAX.042－349－0020

院  長  山 本 高 敬（昭和59年卒）

診療日は月・火・木・金のみ

午前9：00～午後12：30
午後2：30～午後 6：00

同級生との一枚。右端が筆者

秋田高校同窓会だより VOL.1079



❷原稿の最後に執筆者名（支部等にあっては卒業年次も）をお忘れなく。
❸投稿いただいた原稿、写真はお返ししません。どうぞご了承ください。〈広報委員会〉

ついどTSUDOI新名称は「横手支部」
� 横手・平鹿支部
　令和2年2月20日、横手市の松與会館にて横手・平鹿支
部の総会が行われた。会員の高齢化と諸行事が重なり16人
の少数精鋭の会であったが、まずは会が開催されたことに意
義があると思っている。
　大塚支部長の挨拶に続いて、佐野元彦同窓会副会長か
ら同窓会の活動、学校の現状についてお話をいただいた。
続いて役員人事については、高橋昭博氏（昭和44卒）を新
支部長に選任するなど新体制で2年間支部を運営することに
なった。また、市町村合併で消滅した“平鹿郡”の名前を取り
新名称を「横手支部」とすることにした。
　新支部長の挨拶と乾杯の後、懇親会に入った。例年だと
全員のスピーチがあるのだが、今年は各テーブルでの話に花
が咲き、司会者の不手際も相まってお開きの時刻が迫ってい
た。代表して最年少の横手高校の古谷祥多先生（平成20卒）
にスピーチをいただき、“飲み放題プラン”終了直前の21時に
終了した。
　送付した案内状が76通、返事をいただいたのが45通。残
りはどこへ行ってしまったのでしょうか？本人だけでなく家族の協
力がないとこの差は埋まらないのかなと感じ、次回に向けての
課題としたい。� （幹事・曽根�純之＝昭和54卒�記）

締めは事務局長のエール！
� 大館支部
　昨年12月9日、令和元年度大館支部総会は本部から柏木
事務局長、安田校長をお迎えし、「北秋くらぶ」にて総勢30
人により開催されました。伊藤碩彦支部長（昭和35卒）が
秋の叙勲で旭日小綬章の栄誉を受けられたお披露目で始ま
り、総会は冒頭からお祝いムードに包まれました。
　来賓の方々による母校の現況のお話、出席者全員の現況
報告等で懇親を深め、締めくくりには柏木事務局長からサプラ
イズのエールをいただき！！！大盛会のうちに終了しました。
　なお席上、伊藤支部長が後進に道を譲りたいとのことから、
新支部長として、佐藤茂範氏（昭和41卒）が全会一致の
拍手をもって選任されました。伊藤先輩には9年間支部長とし
て大館支部を支えていただき感謝の気持ちでいっぱいです。ど
うか今後ともご指導宜しくお願い申し上げます。
� （幹事・鬼川�光洋＝昭和52卒�記）

初めて女性3人が参加
� 五城目支部
　令和2年2月22日、同窓会五城目支部・紫城会総会・新
年会を開催しました。
　今回は同窓会五城目支部始まって以来、初めて女性3人
の参加があり、近隣の町からのゲストを加え総勢25人で華や
かな会になりました。
　長年支部長を務められました越後市朗氏（昭和20卒）が
残念ながら引退することになり、また事務局も菅原孝次郎氏か
ら平成11卒の若手の猿田和孝氏にバトンタッチされ、新たな
気持ちでスタートしました。
　本部から同窓会企画委員長の佐藤悦紹氏が来賓として出
席され、進路状況や部活動の活躍、同窓会の状況など説明
がありました。
　今後五城目支部同窓の絆を益々深めるとともに、母校の活
躍と発展を願っております。（支部長・伊藤�惠朗＝昭和32卒）

秋高音頭伝承会も４年目に
� 紫紺の会
　昨年12月14日、秋田市大町の居酒屋を会場に忘年会を
開催しました。初参加や久々に参加のメンバーを含む12人が
参加、令和最初の1年や新たな年について語り合いました。
　忘年会に先立つ12月11日には、4年目となる秋高音頭伝
承会を母校で実施しました。インフルエンザ流行の影響で参
加できない生徒もいましたが、前年も参加した生徒を中心に
少数精鋭で練習に取り組みました。この練習をきかっけに、
生徒自身が歌や踊り、応援の型などを後輩に伝えるという、
本来の姿を取り戻すことを願っています。
� （保坂�尚吾＝昭和55卒�記）
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ついどTSUDOI

「�つどい」� �
投稿について

❶�「つどい」欄への投稿は毎回多数にのぼるため、スペースの制約からやむを得ず、原稿を短
縮したり次号に回すことがあります。原稿は概ね400字（原稿用紙1枚）を目途にお願いします。

ナマハゲの如く意気盛んに
� 男鹿支部
　令和を迎えてから初の総会と懇親会を昨年11月8日、ホテ
ル諸井にて開催した。当日は来賓として山城寛幸教頭と柏木
幹夫同窓会事務局長からご出席をいただき、総勢25人が集
まり、高校生活や部活動、男鹿線での列車通学などの思い
出話で大いに盛り上がった。
　25人のうち、昭和29卒が7人、30年・31卒の3人を合わ
せると80歳以上の先輩方が総勢10人、秋高時代と変わらな
いエネルギーにあふれた姿でひと時を過ごされていた。
　昭和から平成までの世代が集合した懇親会は、瞬く間に時
が過ぎ、今津谷勉支部長（昭和37卒）のリードによる校歌
斉唱に続き、澤田正司副支部長（昭和31卒）のご発声に
より中締めとなった。
　平成30年11月に、ユネスコ無形文化遺産に「来訪神：
仮面・仮装の神々」の一行事として登録された「男鹿のナマ
ハゲ」にも負けないパワーで今後も一層活躍し、来年もまた
元気に再会することを期して散会した。
� （事務局・沼田�弘史＝平成2卒�記）

都大路をめざして激励会
� 陸上競技部OBOG会
　昨年10月19日、翌20日に行われる全国高校駅伝秋田
県予選大会の激励会を八橋陸上競技場で開催しました。
OBOG会の佐々木会長、三船顧問が、男女ともに出場でき
ることへの感謝と、各自が自分の走りに集中して、しっかりと
次の人に襷をつなぐことを心がけてレースに臨むよう激励しまし
た。
　それに応えて選手から、「笑顔で襷をつないで都大路をめざ
す」という頼もしいことばがあり、1年を締めくくる大会への意
気込みが強く感じられました。
　写真1は激励会の集合写真、写真2は一ツ森公園をスター
トした直後の女子の様子で、左から3人目が1区の長岐ももこ
さん。結果は男子9位、女子7位と前年より順位を上げました。
� （事務局・榎�昌範＝昭和50卒�記）

母校の発展と地域貢献を確認
� 秋田市役所羽城会
　秋田ビューホテルで1月10日、172人が参加し、秋田市
役所羽城会総会を開催しました。同窓会から銭谷眞美会長、
安田浩幸校長を来賓に迎えたほか、顧問の石井周悦副市長
（昭和48卒）や佐藤孝哉教育長（昭和53卒）、特別会員
の市議会議員、監査委員の皆様など多数の方にお越しいた
だきました。
　総会では決算、予算案が承認されたほか、新会長の新出
康史氏（昭和56卒）をはじめ各役員が選出されました。総会
に続き懇親会が行われ、石井副市長から市職員は敬天愛人
の精神で地域に貢献すべきとのご挨拶や、安田校長から在
校生の進学や部活動等のご報告、銭谷会長から乾杯のご発
声をいただき、賑やかな宴が始まりました。新入会員紹介では、
8人のうち7人が参加し、自己紹介の後、秋高オリジナルのス
ポーツタオルを贈呈して入会を歓迎しました。
　最後に、岩谷政良市議会議長（昭和42卒）のリードで、
校歌を5番まで斉唱。全員の歌声が場内に響き渡り、令和
最初の総会は大いに盛り上がりました。
� （事務局・加藤　悟＝平成3卒�記）

創立40周年を祝う
� 札幌支部
　昨年10月19日、同窓会から半田和彦150周年誌編集特
別委員長、母校から安田浩幸校長をお迎えし、札幌のホテル
ノースシティにおいて支部創立40周年記念総会を開催しまし
た。
　前半は記念講演。今回は贅沢にも理系と文系の2本立て。
1本目は支部会員の田近淳さん（昭和48卒）による「北海
道の自然災害から」。北海道内での自然災害事例や命を守る
ためのリテラシーをご教示いただいた。2本目はご来賓にもか
かわらず、講演をお引き受けいただいた半田さんによる「秋田
藩の蝦夷地調査」。貝塚清直の日誌に基づいたご研究です。
講師のお二方には、この場をお借りして改めてお礼申し上げ
ます。
　後半は総会と宴席。お酒が回るにつれ、楽しいお話と踊り、
そして校歌斉唱。少子高齢化に伴い、参加者の減少と固定
化が顕著ですが、今回は初参加者も数人あり、事務局として
はとてもありがたかったです。
　近年、若い世代には何かと嫌われた感がある職場の飲み
会や同窓会ですが、世代を超えて「秋高生」に戻ることがで
きるこの場が大好きです。
� （事務局・佐々木�宏志＝昭和61卒�記）

写真1

写真2

秋田高校同窓会だより VOL.10711



ついどTSUDOI

脂の乗り切った我々世代
� 卒業25周年の平成7年卒同期会
　令和2年1月2日、秋田キャッスルホテルにおいて、恩師を
含む85人が参加し、卒業25周年を記念する平成7年卒業生
の同期会を開催した。
　生徒会長石塚智之君の開会の挨拶に続き、恩師を代表し
て山本長幸先生が再会を祝し乾杯。県内外で活躍する同期
生が近況報告を兼ねたスピーチを披露し、締めはラグビー日本
代表の如く参加者全員で肩を組み、声高らかに校歌を斉唱し
散会した。
　令和の始まりに、秋高同期で集えたことに大きな意義を感じ
ている。新たな時代に一つでも多くのポップコーンが弾けるよう、
「脂の乗り切った」我々世代が世のために尽くしていきたい。
� （佐藤�寛也�記）

卒後30周年、恩師6人招く
� 平成2年卒同期会
　令和2年1月2日に、『秋田高校平成2年卒業30周年記念
同期会』を秋田ビューホテルにて開催しました。来賓には、
松田至弘先生、亀田弘子先生、渡辺義人先生、柴田義弘
先生、佐藤義隆先生と畠山真一先生にご出席いただきました。
ちょうど一年前に同期会幹事の武内伸文君、遠藤義隆君、
河村とで今回の同期会を企画し、各クラス幹事にSNSやメー
ル等で連絡を取り、当日100人の参加がありました。
　同期会では、幹事を代表して河村が、秋田高校の現状、
また年1回のプチ同窓会を秋田で開催していること、今回の
同期会開催の経緯などについて話をし、開会の挨拶をしまし
た。その後、松田先生より来賓の挨拶を頂き、和服姿の佐々
木広人君の乾杯でスタートしました。中盤では、恩師の先生
への花束贈呈があり、それぞれの先生から近況について話し
ていただき、大変賑やかな同期会となりました。最後に当時
応援団の遠藤暁君、安養寺美行君、渋谷道彦君がリードを
取り、応援歌を皆で熱唱しました。またの開催を願い、名残
惜しい気持ちで閉会となりました。� （河村�希典�記）

当時の秋高祭の様子上映
� 卒業10周年の平成22年卒同期会
　2020年という西暦の区切りの年に、私たち平成22年卒も
節目となる卒業後10周年の記念同期会を開催しました。1月
2日、秋田ビューホテルにて開催した本会は、同期生126人
に加え、和田央先生をはじめ7人の恩師の皆様にもご参加い
ただきました。
　冒頭、秋高祭リバイバルというテーマに合わせ、当時の秋
高祭で使用した映像を再編集したものを上映したところ、10
年前の自分たちの姿に大盛り上がりでした。終盤には今年度
で退職される和田先生にこれまでの感謝を込めて花束を贈呈
しました。中締めではこの日のために岩手からお越し下さった
阿部淳先生からご挨拶と締めの乾杯をしていただきました。そ
の後のホテル内での2次会にも100人近い方にご参加いただ
き、最後の最後まで旧交を温めることができました。
　次回は5年後、卒業後15周年での開催です。その間、
30歳の節目を迎えたり、仕事上のキャリアアップがあったりと、
各自が激動の5年間を過ごすことと思います。また笑顔で会え
るよう健康で充実した日々 を過ごしたいですね。
� （越中谷�優一�記）

卒業20周年、初の参加者も
� 平成12年卒同期会
　去る1月2日、秋田キャッスルホテルにて平成12年卒業者
による同期会を開催しました。卒業10周年、15周年と続き3
回目。8人の恩師と40余人の同期生が参加しましたが、初め
ての参加という方も多く、過去2回と比べても各 ま々た新鮮な
気持ちで臨むことができたのではと思います。
　中盤では各クラスの代表者による近況報告がありました。仕
事での成功談やプライベートでの失敗談などさまざまなエピソー
ドを笑いを交えながら話しました。終盤には恩師の方々に一人
ずつご挨拶を賜りました。教壇に立つ教師さながらのお姿は20
年前を想起させるに十二分であり、タイムスリップしたかのよう
な不思議な空間に包まれました。大盛りあがりの会は2時間半
の予定を大幅にオーバーし、大団円で終わることができました。
　筆を走らせている現在、全世界で新型コロナウィルスが猛
威を奮っております。一刻も早い状況の打開と、同期生、同
窓生の皆様方のご健康ご多幸を祈念致しまして結びとさせて
いただきます。また次回、卒業25周年同期会にて。
� （小助川�充崇�記）
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哀
悼
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

�

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

㊟
（
昭
20
④
）
は
旧
制
中
学
を
4
年
で
卒
業
、
（
昭
20
⑤
）
は
5
年
で
卒
業
し
た
こ
と
を
表
す

　会員の皆さまには日頃から同窓会活動に深いご理解と
ご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。
　さて、秋田高校同窓会の運営は、その財政基盤のほ
とんどを会員の皆さまの年会費に依存しております。円滑
な同窓会活動を推進するため、令和2年度の年会費納
入にご協力を賜りますようお願い申し上げます。同封の払
込取扱用紙でコンビニまたは郵便局で納入くださるようお
願いいたします。経費削減のため、できるだけコンビニ（期
限あり）を優先してご利用ください。
　また財政委員会では現在、会費の口座自動振替を進
めています。納入手続きの煩わしさを解消し、〝うっかり

忘れ〟を防止するとともに経費節減を図るためです。
　口座自動振替をご希望の会員は払込取扱用紙にある
金融機関名（秋田銀行、北都銀行、ゆうちょ銀行）を
選び、所定の欄にご記入のうえ同窓会事務局にお申し
込みください。その際、今年度分の年会費はコンビニで
はなく、最寄りの郵便局からお振り込みいただくようお願い
申し上げます。

　年会費に関する取り決めは以下のとおりです。
1．年会費は会員1人当たり2,000円とする。
2．年会費の請求は単年度のみとし、過年度分は請求し
ない。

3．母校卒業後4年間は年会費の納入を免除する。
� （財政委員会）

令和2年度
年会費納入のお願い

平
成
28
年

9
月
豊
田
　
　
博
（
昭
31
）

平
成
29
年

6
月
佐
々
木
辰
郎
（
昭
20
④
）

平
成
30
年

1
月
佐
藤
　
　
健
（
昭
38
）

宮
崎
　
幸
雄
（
昭
23
）

3
月
大
槻
　
利
夫
（
昭
32
）

5
月
堀
井
　
藤
浩
（
昭
28
）

8
月
伊
藤
　
輝
幸
（
昭
40
）

9
月
小
松
　
長
成
（
昭
26
）

11
月
佐
藤
　
　
純
（
昭
35
）

12
月
進
藤
　
聆
爾
（
昭
30
）

平
成
31
年

2
月
山
谷
　
和
彦
（
昭
35
）

栗
原
　
秀
俊
（
昭
49
）

3
月
伊
木
　
郁
夫
（
昭
28
）

4
月
赤
木
　
信
久
（
昭
31
）

斉
藤
　
慎
悦
（
昭
31
定
）

石
郷
岡
三
郎
（
昭
29
）

山
田
　
　
将
（
昭
23
）

令
和
元
年

5
月
寺
山
　
誠
行
（
昭
31
）

渡
辺
　
賢
美
（
昭
34
）

宇
佐
美
征
喜
（
昭
37
）

6
月
金
子
　
匡
雄
（
昭
38
）

松
井
　
正
志
（
昭
32
）

7
月
丹
　
　
宣
雄
（
昭
35
）

佐
藤
　
　
繁
（
昭
27
）

8
月
工
藤
　
信
義
（
昭
20
⑤
）

平
澤
　
正
昭
（
昭
33
）

9
月
髙
橋
　
忠
雄
（
昭
29
）

五
十
嵐
隆
一
（
昭
17
）

池
田
　
榮
勝
（
昭
39
通
）

髙
橋
　
　
稔
（
昭
23
）

三
浦
金
次
郎
（
昭
16
）

10
月
佐
藤
　
順
明
（
昭
32
）

飛
田
悦
二
郎
（
昭
21
）

渡
邉
　
万
助
（
昭
33
定
）

川
田
　
剛
煕
（
昭
35
）

門
間
　
英
也
（
昭
26
）

佐
々
木
良
一
（
昭
40
通
）

高
橋
　
和
正
（
昭
42
）

村
井
　
　
悟
（
昭
51
）

嵯
峨
　
哲
次
（
昭
25
）

榊
　
　
武
繁
（
昭
15
）

高
橋
　
良
昭
（
昭
37
）

佐
藤
　
金
光
（
昭
26
）

石
塚
　
正
雄
（
昭
31
）

小
野
　
雄
司
（
昭
30
）

畠
山
　
俊
一
（
昭
46
）

佐
藤
　
明
郎
（
昭
40
）

11
月
西
村
　
　
慧
（
昭
30
）

田
口
　
宗
良
（
昭
33
）

佐
々
木
郁
夫
（
昭
40
）

成
田
　
昭
二
（
昭
27
定
）

佐
藤
　
一
雄
（
昭
35
）

飯
坂
　
照
雄
（
昭
36
）

亀
田
　
充
子
（
昭
39
）

佐
々
木
　
裕
（
昭
41
）

加
藤
鉄
太
郎
（
昭
33
）

藤
井
　
久
男
（
昭
28
）

12
月
西
田
　
　
幹
（
平
02
）

大
平
　
　
温
（
昭
33
）

志
賀
　
鐵
郎
（
昭
20
⑤
）

富
岡
　
勝
人
（
昭
37
）

井
上
　
　
健
（
昭
44
）

寺
田
　
　
浩
（
昭
28
）

福
田
兼
四
郎
（
昭
25
）

平
澤
　
久
男
（
昭
27
）

今
野
孝
太
郎
（
昭
29
）

間
山
　
哲
夫
（
昭
31
定
）

菅
原
　
義
晄
（
昭
28
）

藤
島
　
修
一
（
昭
44
）

和
田
　
　
明
（
昭
21
）

藤
原
　
英
悦
（
昭
20
④
）

加
藤
日
出
男
（
昭
21
）

佐
藤
　
公
明
（
昭
33
）

進
藤
日
出
夫
（
昭
23
）

會
場
　
愛
世
（
昭
25
）

小
野
　
又
雄
（
昭
18
）

令
和
2
年

1
月
土
田
　
　
升
（
昭
25
）

石
川
　
斌
一
（
昭
27
）

齊
藤
　
壽
彌
（
昭
28
）

松
本
　
典
之
（
昭
20
④
）

小
西
　
秀
朗
（
昭
31
）

石
川
　
新
悦
（
昭
33
）

松
橋
　
光
雄
（
昭
30
）

石
澤
　
良
一
（
昭
27
）

齋
藤
　
忠
男
（
昭
34
）

吉
川
　
孝
男
（
昭
31
）

2
月
髙
井
　
昭
二
（
昭
20
⑤
）

藤
嶋
　
正
美
（
昭
35
）

沼
田
　
由
勝
（
昭
27
）

横
田
　
忠
二
（
昭
37
）

加
藤
　
隆
一
（
昭
34
）

嵯
峨
　
敏
美
（
昭
32
定
）

豊
田
　
成
昭
（
昭
43
）

辻
　
　
　
宏
（
昭
32
）

三
浦
　
　
巌
（
昭
20
）

3
月
米
屋
　
晋
作
（
昭
25
）

児
玉
　
　
實
（
昭
30
）

高
橋
　
壽
男
（
昭
30
）

船
木
　
征
次
（
昭
38
）

髙
桑
　
秀
男
（
昭
38
）

西
村
　
行
夫
（
昭
28
）

佐
藤
　
　
進
（
昭
41
）

大
竹
　
　
東
（
昭
38
）

神
成
　
正
衛
（
昭
20
④
）

永
井
　
清
治
（
昭
36
定
）

根
布
谷
良
一
（
昭
29
）

星
野
　
芳
男
（
昭
18
）

小
沼
　
英
一
（
昭
28
）

岡
村
　
時
雄
（
昭
41
）

萬
田
　
欽
也
（
昭
33
）

越
中
　
　
浩
（
昭
20
⑤
）

司法書士  佐藤 知美（平成6年卒）

〒010-0802 秋田市外旭川字梶ノ目457番地1
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８
月
に
秋
田
市
で
行
わ
れ
る
秋
田
竿
燈
祭
り
に
参
加
し
た
。
小
学

生
と
中
学
生
の
時
は
学
校
の
竿
燈
会
と
し
て
参
加
し
て
い
た
が
、
今

年
は
一
般
の
町
内
会
に
入
会
し
た
。
ず
っ
と
お
囃
子
で
は
な
く
て
竿

を
あ
げ
る
差
し
手
と
し
て
参
加
し
て
い
た
が
、
一
番
大
き
な
種
類
の

竿
で
あ
る
大
若
を
持
つ
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
慣
れ
な
い
う
ち

は
持
つ
の
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
し
か
し
毎
日
練
習
を
重
ね
る
こ

と
で
次
第
に
上
達
し
て
い
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。 

　

祭
り
本
番
で
は
、
遠
く
か
ら
足
を
運
ん
で
見
に
き
て
く
れ
た
お
客

さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
を
第
一
に
演
技
を
し
た
。
祭
り
独
特
の
雰

囲
気
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
同
じ
町
内
の
先
輩
や
友
達
と
団
結
し
て

自
分
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。 

　

祭
り
期
間
中
に
行
わ
れ
る
技
の
巧
拙
を
競
う
妙
技
大
会
で
は
、
自

分
の
所
属
す
る
町
内
が
団
体
戦
規
定
演
技
で
予
選
1
位
通
過
し
、
他

の
個
人
や
自
由
演
技
で
も
い
い
結
果
を
残
し
た
。
そ
の
よ
う
な
機
会

に
自
分
が
立
ち
会
え
た
こ
と
を
と
て
も
誇
り
に
思
う
。 

　

今
年
は
大
学
受
験
を
控
え
、
進
学
の
際
は
県
外
に
行
こ
う
と
思
っ

て
い
る
の
で
今
ま
で
の
よ
う
に
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
く
な

る
が
、
秋
田
の
郷
土
芸
能
は
そ
の
雰
囲
気
や
内
容
全
て
を
含
め
て
好

き
な
の
で
、
そ
れ
を
守
っ
た
り
実
際
に
参
加
し
た
り
す
る
活
動
に
少

し
で
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　

2
0
1
9
年
J
I
C
A
国
際
協
力
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

で
国
際
協
力
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
、

「
世
界
と
つ
な
が
る
自
分
、
私
た
ち
が
考
え
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
」

で
し
た
。
エ
ッ
セ
イ
に
は
昨
年
の
夏
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
へ
参
加
し
、
滞
在
中
に
接
し
た
人
の
温
か
さ
や
、

日
本
と
の
関
係
、
国
際
協
力
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
自
分
が
感
じ

た
思
い
を
書
き
ま
し
た
。

　

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
、
急
速
な
都
市
開
発
が
進
む
一
方
、
農
村

部
で
は
電
気
や
水
が
通
ら
ず
、
物
売
り
を
す
る
子
供
も
お
り
、
深
刻

な
格
差
を
感
じ
ま
し
た
。
現
地
の
学
校
を
訪
問
し
た
時
に
は
、
子
供

た
ち
の
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
、
希
望
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
彼

ら
は
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
い
う
夢
を
持
ち
、
そ
の
た
め
に

も
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
い
う
熱
意
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
ん
な
子
供
た
ち
は
私
に
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ど
れ
だ
け
遠
く
の
国

で
起
き
て
い
る
出
来
事

だ
と
し
て
も
、
教
育
問

題
や
貧
困
は
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
を

知
る
こ
と
で
、
私
は
そ

の
現
実
か
ら
目
を
背
け

て
は
い
け
な
い
と
強
く

実
感
す
る
と
と
も
に
、
1

人
で
も
多
く
の
人
が
国
際

協
力
に
関
心
を
も
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

リエンダイ寺子屋での子どもたちと
の集合写真

郷
土
芸
能
を
感
じ
る

�

　

３
年　

照
山 

悠
駿

誰
も
が
夢
を
持
て
る
世
界
に

�

　

2
年　

平
尾 

織
花

竿燈祭り本番の風景
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School Topics
　

1
月
に
実
施
さ
れ
た
筑
波
研
修
で
は
、
た
く
さ
ん
の
施
設
を
訪
れ

ま
し
た
。
筑
波
研
修
の
魅
力
は
、
自
分
の
目
と
耳
で
間
近
に
サ
イ
エ

ン
ス
に
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。皆
が
特
に
盛
り
上
が
っ
た
〝
体
験
〟

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

1
つ
目
は
「
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
」
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
に

用
い
ら
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
「
H
A
L
Ⓡ
」
の
遠
隔
操
作
を
一
人
ひ
と
り

が
行
い
ま
し
た
。
H
A
L
は
、
人
が
つ
け
た
電
極
か
ら
「
動
か
し
た

い
！
」
と
い
う
電
気
信
号
を
感
知
し
、自
身
の
腕
を
曲
げ
伸
ば
し
ま
す
。

そ
こ
で
、「
自
分
の
腕
は
曲
げ
ず
に
電
気
信
号
を
送
る
だ
け
で
H
A
L

の
腕
を
曲
げ
る
」
と
い
う
挑
戦
を
し
ま
し
た
。
か
な
り
難
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
皆
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

2
つ
目
は
「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」
で
す
。
3
D
め
が
ね
を
か

け
て
、
上
空
1
5
0
～
2
0
0
㎞
ほ
ど
か
ら
の
空
中
散
歩
を
楽
し
み

ま
し
た
。
と
て
も
立
体
的

に
見
え
て
わ
く
わ
く
し

ま
し
た
。
阿
蘇
山
の
カ
ル

デ
ラ
や
富
士
山
、
日
本

海
溝
な
ど
、
見
ど
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

　

筑
波
研
修
で
は
サ
イ

エ
ン
ス
を
体
感
す
る
興

奮
を
味
わ
い
、
そ
れ
を

皆
と
共
有
す
る
こ
と
で

濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
将

来
に
つ
な
が
る
充
実
し

た
3
日
間
で
し
た
。

　

私
が
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
小
学
5
年
生
の
時

に
「
A
K
I
T
A
ス
ー
パ
ー
わ
か
杉
っ
子
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
発
祥
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
騎
士
道
華
や
か
な
り

し
頃
、
身
を
守
る
こ
と
と
名
誉
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
磨
か
れ

発
達
し
て
き
た
競
技
で
、
第
1
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
毎
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
に
な
っ
て
い
る
伝
統
あ
る
競
技
で
す
。
ま
た
、

「
フ
ル
ー
レ
」「
エ
ペ
」「
サ
ー
ブ
ル
」
と
い
う
3
つ
の
種
目
が
あ
り
、

突
い
た
時
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
有
効
面
の
位
置
と
攻
撃
の
優
先
権
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。
騎
士
道
か
ら
く
る
礼
儀
正
し
さ
、華
麗
な
プ
レ
ー
、

頭
脳
的
な
か
け
ひ
き
が
魅
力
で
す
。
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
話
題

と
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

私
は
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
と
い
う
競
技
に
出

会
え
た
こ
と
で
全
国

規
模
の
大
会
や
合
宿

に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、
礼
儀
を
学
ん

だ
り
、
多
く
の
人
と

交
流
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
に

励
み
、
良
い
結
果
を

残
す
こ
と
を
意
識
し

つ
つ
た
く
さ
ん
の
経
験

を
積
ん
で
、
自
分
の
成

長
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第74回国民体育大会（手前が筆者
）

理
数
科
筑
波
研
修
を
終
え
て

�

　

３
年　

泉　

千
花
穂

騎
士
道
を
学
ん
で

�

　

2
年　

髙
野 

太
陽

KEK（高エネルギー加速器研究機構）にて

秋田高校同窓会だより VOL.10715
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茶
道
部

　

茶
道
部
は
、
研
修
会
館
３
階
で
お
い
し
い
お
菓
子
と
お
抹
茶
に
癒
や
さ
れ

な
が
ら
遠
州
流
の
お
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
茶
道
部
員
の
ほ
と
ん
ど
は
初
心

者
で
す
が
、
先
生
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
り
部
員
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
し

合
っ
た
り
し
て
お
点
前
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
２
回
お
茶
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
上
級
生
の
お
点
前
で
本
格

的
な
茶
道
を
体
験
で
き
る
茶
室
と
、
気
軽
に
立
ち
寄
り
お
菓
子
と
お
抹
茶
が

楽
し
め
る
喫
茶
が
あ
り
ま
す
。
秋
高
祭
の
「
涼
風
の
茶
会
」
に
は
、
秋
高
生

は
も
ち
ろ
ん
、
同
窓
生
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。

普
段
茶
道
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
人
た
ち
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
た

ち
の
活
動
が
茶
道
を
楽
し
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
お
も
て
な
し
の
心
で
す
。
お
茶
会
当
日

は
も
ち
ろ
ん
、
準
備
の
段
階
か

ら
お
客
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ど
の
方

に
も
心
地
よ
く
く
つ
ろ
い
で
い

た
だ
く
た
め
に
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
、
目
に
見
え
な
い
お

も
て
な
し
の
心
を
も
つ
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

歴
史
あ
る
秋
高
茶
道
部
で
茶

道
を
学
べ
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
茶
会

に
向
け
て
お
稽
古
を
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

�

〔
３
年　

磯
崎 

ひ
な
た
〕

 

テ
ニ
ス
部

　

私
た
ち
テ
ニ
ス
部

は
、
東
北
大
会
出
場
を

目
標
に
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
テ
ニ
ス
初

心
者
の
部
員
も
多
く
、

日
々
小
さ
な
成
長
を
感

じ
な
が
ら
「
楽
し
く
」

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。し
か
し
、

「
楽
し
い
」
だ
け
で
は
当
然
試
合
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
テ
ニ
ス
は

プ
レ
ー
歴
が
大
き
く
影
響
す
る
と
言
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
プ
レ
ー
歴
の

差
を
埋
め
る
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
意

識
し
な
が
ら
取
り
組
み
、
部
員
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
互
い
を
高
め

合
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
「
人
に
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
」
に
な
る

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
練
習
へ
の
取
り
組
み
方
や
試
合
会
場
で
の
立

ち
居
振
る
舞
い
の
中
で
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
、
そ
ん
な

チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
先
生
方
を
は
じ
め
、
保
護
者
や
公
共
施
設
の
方
々
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
多
く
の
支
え
に
感
謝
す
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
テ
ニ
ス
を
で
き
る
こ
の
貴
重
な
日
々
を
大
切
に
し
て
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

〔
３
年　

松
橋 

康
太
〕

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
同
窓

会
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
29
日
開
催
の
同
窓
会
入
会

式
は
簡
素
に
実
施
。
理
事
会
、
通

常
総
会
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
は
、
一
斉
休
校
。
部
活
も

中
止
で
学
校
は
ひ
っ
そ
り
し
て
お

り
ま
し
た
。
４
月
６
日
は
始
業

式
、
翌
７
日
が
入
学
式
で
活
動
再

開
。
新
入
生
の
晴
れ
や
か
な
姿
が

ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
も
つ
か

の
間
、
４
月
13
日
か
ら
再
度
の
休

校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

同
窓
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。�

（
柏
）

お
も
て
な
し
の
心
で

事
務
局
通
信

　

広
報
委
員
が
新
メ
ン
バ
ー
に
切

り
替
わ
っ
た
。
前
委
員
長
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
編
集
作
業

を
進
め
た
が
、
突
如
現
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

中
、
多
少
の
混
乱
が
あ
っ
た
が
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
▼
ど
ん
な

人
に
執
筆
し
て
も
ら
お
う
か

︱

今
後
編
集
に
当
た
っ
て
頭
を
ひ
ね

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、
多
彩

な
経
歴
を
持
つ
同
窓
生
た
ち
と
の

出
会
い
に
期
待
し
た
い
。�

（
菅
）

「なごりの茶会」（昨年10月）にて

応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
に

秋高
NOWナウ

編
集
後
記

技術と人間性の向上を目指し練習に励む


